
(1) No 0021  ２０１２年度・総会記念号(3版) 「ひろしま・ブルガリア協会」ニュース　 2012年4月14日（土）

みんなで推進し よ う！！ 平和 ・ 文化 ・ 教育 ・ 福祉 ・ 経 済交流 を

日 本 ・ ブ ル ガ リ ア の 「 国 交 回 復 ５ ３ 周 年 」

2011年度・総 会

2 0 １ 1 年 度 の 活 動 や 人 事 な ど を 検 討 ・ 決 定 し て 新 た な 決 意 で 出 発

2011年4月23日 ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の
交
流
活
動
を
推
進

新体制

代
表
理
事
、
２
副
会
長
、
２
副
代
表
理
事
が
新
任

広島市留

学生会館

新
年
度
の
活
動
方
針
や
新
人
事
（
詳
細
４
面
）

【
活
動
方
針
】（
主
な
も
の
）

１
、
平
和

①
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
の
平
和

記
念
資
料
館
の
案
内

②
プ
ロ
ヴ
デ
ィ
フ
で
の
原

爆
展
の
開
催

③
平
和
市
長
会
議
へ
の
加

盟
推
進

２
、
文
化

①
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
理
解
講

座
、
料
理
教
室
、
料
理
と

ワ
イ
ン
を
楽
し
む
会
の

開
催

②
世
界
遺
産
の
保
存
状
況

の
調
査

③
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
日
本
友

好
協
会
と
交
流
･
研
鑽

３
、
教
育

①
広
島
の
留
学
生
･
研
究

員
の
受
入
れ
校
・
研
究

機
関
の
調
査

②
ブ
ル
ガ
リ
ア
へ
の
留
学

生
･
研
究
員
の
発
掘

③
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
大
学
･

総
合
学
校
へ
の
日
本
語

教
師
派
遣
の
促
進

４
、
学
術

①
広
島
大
学
、
広
島
経
済

大
学
と
ソ
フ
ィ
ア
の
大

学
と
の
交
流
協
力

【
新
人
事
】

名
誉
顧
問

伊
藤

誠
・
在
ブ
ル
ガ

リ
ア
日
本
大
使

リ
ュ
ボ
ミ
ル
・
ト
ド
ロ
フ

駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
大
使

終
身
名
誉
顧
問

竹
田
恆
治
・
前
在
ブ
ル

ガ
リ
ア
日
本
大
使

ブ
ラ
ゴ
ヴ
ェ
ス
ト
・
セ

ン
ド
フ
前
駐
日
ブ
ル
ガ

リ
ア
大
使

顧
問

浅
原
利
正
･
広
島
大
学学

長

前
川
功
一
･
広
島
経
済
大

学

学
長

会
長

今
村

功
･
協
会
専
属

副
会
長

佐
々
木
和
子
･
日
本
語講

師

田
中

武
・
広
島
工
業

大
学
教
授

代
表
理
事

高
丸

晃
･
㈱
ト
モ
エ会

長

副
代
表
理
事

鈴
木
文
男
･
広
島
大
学

原
爆
放
射
線
医
科
学

研
究
所
特
任
教
授

三
島
佳
代
子
・
日
本
語教

師

（
役
割
別
５
０
音
順
）

副
代
表
理
事
に
鈴
木
、
三
島
氏

代表理事に高丸氏、 副会長に佐々木、田中氏

4
月
2
3
日
（
土
）

第１1回・チャリティー「ブルガリア料理教室」

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
使
っ
た
ブ
ル
ガ

リ
ア
料
理
を
つ
く
る
人
た
ち

出来上がった３品のブルガリア料理とパン、デザート

今
回
も
副
会
長
の
佐
々

木
さ
ん
を
中
心
に
、
ナ
イ

チ
ョ
フ
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
３
品
の
料
理
と

パ
ン
、
デ
ザ
ー
ト
を
つ
く
り

ま
し
た
。
全
て
美
味
で
し
た
。

パンをつくるナイチョフさん(右)ら

上
か
ら
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
使
っ
た
野
菜
サ
ラ
ダ
、
鶏
肉
の
料
理
、

ナ
ス
の
コ
ロ
ッ
ケ
、
イ
チ
ゴ
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
デ
ザ
ー
ト

（
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
明
治
乳
業
㈱
か
ら
の
提
供
）

佐々木副会長（中心）と料理をつくった人たち

常
任
理
事
･
会
計

大
嶋
伸
枝
・
主
婦

常
任
理
事

北
後
顕
児
・
㈱
山
進C

O
O

寺
田
満
和
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

副
院
長
･
医
師

山
尾
秀
治
・
㈲
ヤ
マ
オ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

取
締
役

山
本
哲
也
・
元
小
学
校校

長

会
計
代
理

川
口
悦
子
･
主
婦

監
査
役

佐
上
芳
春
･
公
認
会
計
士

・
税
理
士

ナイチョフさんがつくり焼い

たブルガリア特製の3種類

のパン

2011年度・活動の軌跡
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の
２
０
１
１
年
度
・

総
会
で
は
、
役
員
が

活
動
報
告
（
案
）
や
会

計
報
告
（
案
）、
活
動

方
針
（
案
）、
新
人
事

（
案
）
を
発
表
し
た
後
、

真
剣
に
検
討
し
た
結

果
、
全
会
一
致
で
原

案
通
り
に
決
ま
り
ま

し
た
（
左
記
参
照
）。

新
人
事
で
は
、
代

表
理
事
に
高
丸
晃
氏
、

副
会
長
に
佐
々
木
和

子
、
田
中
武
の
両
氏

が
、
副
代
表
理
事
に

鈴
木
文
男
、
三
島
佳

代
子
の
両
氏
が
就
任
。

監
査
役
に
は
佐
上
芳

春
氏
（
公
認
会
計
士

･
税
理
士
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

1



(2) No 0021  ２０１２年度・総会記念号(3版) 「ひろしま・ブルガリア協会」ニュース　 2012年4月14日（土）

　

ナイチョフ氏

ブルガリアの料理とワインを楽しんだ後に全員で記念写真に納まる

お薬から訪問介護、デイサービスまでお任せを （有）ヤマオコーポレーション ０８２－２５０－９８０５
広島市南区翠

ブ ル ガ リ ア と 広 島 の 交 流 促 進 を
３．１１．東日 本 大 震 災 ・ 福 島 原 発 事 故 の 犠 牲者の 冥 福 を 祈 る

黙
祷
（
も
く
と
う
）

岸
田
、
浅
野
の
両
相
談
役
が
激
励
、
あ
い
さ
つ

広
島
大
学
大
学
院
の
末
田
教
授
（
協
会
・
理
事
）
が
乾
杯
の
音
頭

協会メンバー以外、多くの一般市民も参集して、ブルガリアの美味しい料理とワインの楽しんだ

２０１１年 度 の 国 際 交 流、国 際 貢 献 の 地 道 な 活 動 へ ス タ ー ト を 切 る

美味しいブルガリアンワインとラキアを陳列

第１1回・チャリティー「ブルガリアの料理とワインを楽しむ会」

今
村
会
長
、
高
丸
代
表
理
事
ら
が
活
動
の
活
発
化
を
誓
う

参
加
者
全
員
で

佐々木副会長 田中副会長

今村会長 岸田相談役浅野相談役高丸代表理事 末田教授・協会理事

酒井教授・理事 浅野理事

濱本理事

東日本大震災・原発事故の犠牲者に黙とうし冥福を祈る

参
加
者
全
員
が
最
高
の
ス
マ
イ
ル
で
記
念
写
真
に

4 月

料
理
教
室
で
料
理
を
作
っ

た
後
、
ホ
ー
ル
で
第
1
1

回
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
「
ブ
ル

ガ
リ
ア
の
料
理
と
ワ
イ
ン
を

楽
し
む
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
協
会
メ
ン
バ
ー

や
一
般
市
民
が
参
加
し
、
楽

し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し

た
。今

村
会
長

が
、
料
理
を

作
ら
れ
た
方
々
に
感
謝
の
意

を
表
し
、
美
味
し
い
ブ
ル
ガ

リ
ア
の
料
理
と
ワ
イ
ン
を
味

わ
っ
て
下
さ
い
、
あ
い
さ
つ
。

広
島
大
学
大
学
院
の
末
田

泰
二
郎
教
授
（
協
会
・
理

事
）
に
乾
杯
の
音
頭
の
発
生

の
後
、
会
食
を
始
め
ま
し
た
。

料
理
教
室
責
任
者
の
佐
々

木
和
子
・
副
会
長
は
、
ブ
ル

ガ
リ
ア
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
多
く

使
っ
た
野
菜
サ
ラ
ダ
や
鶏
肉

料
理
、
那
ナ
ス
の
コ
ロ
ッ
ケ

な
ど
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
料
理
の

紹
介
し
ま
し
た
。

料
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

ジ
ェ
コ
・
ナ
イ
チ
ョ
フ
氏
（
心

臓
外
科
医
、
広
島
大
学
大
学

博
士
課
程
在
学
）
は
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
版
の
特
性
パ
ン
3
種
類

を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
楽
し
む
会
に
は
、

多
忙
な
中
、
岸
田
文
雄
（
衆
院

議
員
）、
浅
野
洋
二
（
元
・
県

議
）
両
相
談
役
が
駆
け
つ
け
て
、

今
後
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の
国

際
貢
献
・
交
流
に
対
す
る
活

動
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
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(3) No 0021  ２０１２年度・総会記念号(3版) 「ひろしま・ブルガリア協会」ニュース　 2012年4月14日（土）

ブ ル ガ リ ア と の 平 和 ・ 文 化 ・ 教 育 交 流 を
第７次・ブルガリア訪問団を派遣

通
算
５
回
目
の
「
原
爆
展
」（
５
都
市
目
）
を
開
催

第
２
の
都
市
・
プ
ロ
ヴ
デ
ィ
フ
市
の
市
歴
史
博
物

５月３１日（火）～６月２３日（土）

第
７
次
・
訪
問
団
の

目
的
の
一
つ
は
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
第
２
都
市
・
プ
ロ

ヴ
デ

第7次・ブルガリア訪問団（今村功団長、7

人）は、5月29日（金）から6月10日（日）までブ

ルガリアの１５市町村を回り、平和・文化・教

育・福祉・学術・市長表敬・経済・友好協会な

ど多彩な交流活動を展開しました。

重
視
し
た
ア
タ
ナ
ソ
フ

市
長
は
、
開
催
期
間
１

３
日
間
を
２
４
日
間
に

延
長
、
同
市
内
の
小
中

高
校
に
原
爆
展
参
観
を

通
達
し
ま
し
た
。

在
ブ
ル
ガ
リ
ア
ン
本

大
使
館
に
よ
る
と
。
開

催
中
の
来
場
者
は
、
計

約
５
０
０
０
人
に
の
ぼ

り
、
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
そ
う
で
す
。

今
回
の
訪
問
団
メ
ン

バ
ー
は
、
今
村
団
長
の

他
に
、
山
尾
秀
治
団
長

代
理
、
佐
々
木
和
子
副

団
長
、
佐
藤
佳
代
子
理

事
、
清
水
き
わ
子
団
員
、

今
村
悦
子
団
員
、
田
中

武
特
別
団
員
の
計
７
人
。

伊
藤
特
命
全
権
大
使
が
開
催
の
意
義
を
強
調

松
井
広
島
市
長
の
平
和
親
書
と

原
爆
ド
ー
ム
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を

アタナソ

フ市長に

佐
々
木
副
団
長
が
原
爆
資
料
館
図
録

２０１１年５月２９日（金）～６月１０日（日）

会
場
で
は
今
村
団

長
が
広
島
市
の
松
井

一
實
市
長
か
ら
の
平

和
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
原
爆

ド
ー
ム
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

を
手
渡
し
、
核
兵
器
廃

絶
と
恒
久
平
和
の
実

現
を
願
う
「
ヒ
ロ
シ
マ

の
心
」
を
訴
え
ま
し
た
。

伊
藤
大
使
は
、
原
爆

展
の
開
催
に
尽
力
し

た
当
協
会
と
プ
ロ
ヴ

デ
ィ
フ
市
、
会
場
の
同

市
歴
史
博
物
館
に
謝

辞
を
述
べ
、
「
世
界
で

唯
一
の
被
爆
国
日
本

は
核
兵
器
の
脅
威
を

記
憶
に
留
め
、
世
界
に

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久

平
和
の
願
い
を
訴
え

る
使
命
が
あ
る
」
と
意

義
を
強
調
し
ま
し
た
。

佐
々
木
副
団
長
は
、

協
会
か
ら
の
「
原
爆
資

料
館
展
示
図
録
」
を
同

市
長
に
贈
呈
し
、
戦
争

で
一
番
の
被
害
者
に

な
る
女
性
の
立
場
か

ら
核
兵
器
の
恐
ろ
し

さ
を
伝
え
ま
し
た
。

期間を延長し、約５，０００人の市民・学生が来場

同
原
爆
展
は
、
国
営
ラ

ジ
オ
・
プ
ロ
ヴ
デ
ィ
フ
や

フ
ノ
ヴ
ァ
・
ブ
ル
ガ
ル
ス

カ
Ｔ
Ｖ
、
プ
ロ
ヴ
ス
キ
ヤ

Ｔ
Ｖ
、
ラ
キ
ア
Ｔ
Ｖ
の
４

報
道
機
関
で
報
道
さ
れ
ま

し
た
。

ィ
市
で
の
「
原
爆
展
」（
通

算
５
都
市
５
回
目
）
の
開

催
で
し
た
。

同
原
爆
展
に
は
、
同
市

の
ス
ラ
ヴ
ェ
チ
ョ
・
ア

タ
ナ
ソ
フ
市
長
や
在
ブ

ル
ガ
リ
ア
日
本
国
大
使

館
の
伊
藤
誠
特
命
全
権

大
使
も
駆
け
つ
け
、
盛
大

に
開
か
れ
ま
し
た
。

原
爆
展
の
開
催
は
、
同

市
で
初
め
て
で
、
同
展
を

伊藤大使（左） 広島市長の平和親書を手渡す

反響呼び開催期間を１１日延長

原爆ドームタペストリーをアタソフィ市長に贈呈

原爆資料館の図録を贈る

オープニング後に原爆の悲惨さを伝える写真パネルを見入るアタナソフ市長

広島市長の平和メッセージ

３市長、１研究機関所長に手渡す

プ
ロ
ヴ
デ
ィ
フ
市

ア
タ
ナ
ソ
フ
市
長

（
上
に
紹
介
）

第
７
次
・
ブ

ル
ガ
リ
ア
訪
問

団
は
、
松
井
広

島
市
長
か
ら
預

か
っ
た
平
和
メ

の
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ナ
・
デ
ャ

ン
コ
ヴ
ァ
会
長
も
同
席
さ

れ
、
と
も
ど
も
に
、
「
平
和
市

長
会
議
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

広
島
市
と
連
帯
し
て
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
て
努
力
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク
の
ダ
ミ

ヴェリコ・タルノヴォ市

ラシェフ市長

カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク
市

ダ
ミ
ャ
ノ
フ
市
長

放
射
線
防
護
セ
ン
タ
ー

ゲ
オ
ル
ギ
ィ
エ
ヴ
ァ
所
長

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
願
い
」
を
伝
え

ま
し
た
。

ヴ
ェ
リ
コ
・
タ
ル
ノ
ヴ
ォ

市
の
ラ
シ
ェ
フ
市
長
の
表
敬

訪
問
の
際
に
は
、
い
つ
も
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
同
市
の

日
本
ブ
ル
ガ
リ
ア
友
好
協
会

（左から）デャンコヴァ会長、ラシェフ市長、今村団長、

佐々木副団長、山尾団長代行

ダミャノフ市長（左）
（左から）在ブルガリア日本大使の森二等書

記官、ゲオルギィエヴァ所長、今村団長

ャ
ノ
フ
市
長
、
放
射
線
防
護

セ
ン
タ
ー
の
ゲ
オ
ル
ギ
ィ

エ
ヴ
ｱ
所
長
は
、
原
爆
資
料

館
の
見
学
や
慰
霊
碑
献
花

な
ど
を
し
て
い
る
だ
け
に
、

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
に
強
く

共
感
し
て
い
ま
し
た
。

支援法人・団体 ：広島大学、広島経済大学、学校法人・鶴学園、広島修道大学、（有）ヤマオコーポレーション ほか

ッ
セ
ー
ジ
を
プ

ロ
ヴ
デ
ィ
フ
市

の
ア
タ
ナ
ソ
フ

市
長
な
ど
の
３

市
長
と
生
物
学

放
射
線
防
護
セ

ン
タ
ー
の
ゲ
オ

ル
ギ
ィ
エ
ヴ
ァ

所
長
に
手
渡
し
、

核
兵
器
廃
絶
と

恒
久
平
和
に
実

現
に
向
け
て
の

2011年度・活動の軌跡
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(4) No 0021  ２０１２年度・総会記念号(3版) 「ひろしま・ブルガリア協会」ニュース　 2012年4月14日（土）

箱のデザインから販売促進企画などは 株式会社 トモエ ０８２－８７４－３１７５

広島市安佐南区祇園３丁目

ブ ル ガ リ ア と 学 術 ・ 福 祉 ・ 経 済 交 流 を
広島でのチャリティー活動で集まった善意を福祉施設に寄贈（通算５回目）

５ 月

ソ
フ
ィ
ア
大
学
や
放
射
線
防
護
セ
ン
タ
ー
と
学
術
協
定

ポモリエで経済交流

意見交換後、議長に各国語の平和揮毫布を贈る

聖
イ
ヴ
ァ
ン
・リ
ル
ス
キ
ー
乳
幼
児
養
護
施
設

「
愛
の
結
晶
」
を
ガ
ネ
ヴ
ァ
副
施
設
長
に

広
島
大
学

ソフィア市

「愛の結晶」義捐金をガネヴァ副施設長（中央）に贈る山尾団長代行

ワ
イ
ン
製
造
工
場
を
視
察

第７次・ブルガリア訪問団

被
爆
後
に
世
界
の
多
く

の
国
や
人
々
の
支
援
の
お

陰
で
復
興
・
発
展
し
た
広

島
―
―
今
度
は
、
広
島
が
世

界
貢
献
す
る
番
、
と
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
活
動
を
展
開
し
て
き

た
当
協
会
は
、
毎
年
の
ブ
ル

ガ
リ
ア
訪
問
団
派
遣
の
際

に
、
ソ
フ
ィ
ア
市
に
あ
る
聖

イ
ヴ
ァ
ン
・
リ
ル
ス
キ
ー
乳

幼
児
養
護
施
設
に
「
愛
の
義

捐
金
」
を
贈
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
も
、
５
月
３
０
日

（
月
）
に
同
養
護
施
設
を
訪
問

し
た
訪
問
団
一
行
の
山
尾

治
団
長
代
行
が
、
こ
の
１
年

間
で
集
め
た
義
捐
金
・
約

１
０
万
円
分
を
ガ
ネ
ヴ
ァ

副
施
設
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。
同
副
施
設
長
は
、
弁
護

士
、
会
計
士
の
３
人
が
サ
イ

ン
し
た
受
取
書
を
山
尾
団

長
代
行
に
渡
し
、
「
冬
に
は
摂

氏
零
下
１
５
度
以
下
に
な
る

の
で
、
風
邪
薬
の
購
入
費
に

充
て
た
い
」
と
感
謝
し
て
い

ま
し
た
。

一
行
は
、
同
副
施
設
長
の

案
内
で
施
設
内
を
巡
回
し
て

幼
児
ら
と
交
流
し
ま
し
た
。３歳の子供と交流する佐々木副団長ら訪問団メンバー

国際国立経済大学と学術協定広島経済大学

第
７
次
・
ブ
ル
ガ
リ

ア
訪
問
団
は
、
広
島
大
学

の
浅
原
学
長
か
ら
ソ

フ
ィ
ア
大
学
と
の
大
学

間
協
定
書
を
、
同
大
学
原

爆
放
射
線
医
科
学
研
究

所
の
神
谷
研
二
所
長
か

ら
生
物
学
放
射
線
防
護

セ
ン
タ
ー
と
の
学
術
協

定
書
を
預
か
り
、
協
定
締

結
の
橋
渡
し
役
を
果
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
島
大
学
と
ソ

フ
ィ
ア
医
科
大
学
と

は
、
」
学
部
間
協
定
か
ら

大
学
間
協
定
に
格
上
す

る
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

訪
問
団
は
、
ワ
イ
ン
造
り
で
有

名
な
黒
海
沿
岸
の
ポ
モ
リ
エ
と
北

東
部
の
タ
ル
ゴ
ヴ
ュ
シ
ュ
テ
に
足

を
延
ば
し
て
ワ
イ
ン
製
造
工
場
を

視
察
し
、
広
島
に
輸
入
で
き
る
か

を
検
討
し
ま
し
た
。

ポ
モ
リ
エ
に
は
、
山
尾
団
長
代

行
や
佐
々
木
副
団
長
ら
が
、
タ
ル

ゴ
ヴ
ュ
シ
ュ
テ
に
は
今
村
団
長
が

行
き
、
テ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
や
値
段

交
渉
な
ど
を
し
ま
し
た

広島大学からの協定書をペトコヴぁ副学長に

広島大学原爆放射線医科学研究所からの協

定書をゲオルギィエヴァ所長に

広
島
大
学

原
医
研

ま
た
、
第
７
次
・
訪
問
団

は
、
広
島
経
済
大
学
の
学
術

交
流
協
定
（
覚
書
）
を
国
際
国

内
経
済
大
学
の
ミ
シ
ェ
フ

副
学
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

広島経済大学の学術交流協定（覚書）

をミシェフ副学長に

科学アカデミーを訪問
広島工業大学の

田中教授とともに

第７次・訪問団は、広島工業大学の田中武教授ととも

に科学アカデミーのサボディノフ議長、ヴトヴァ教授と

会い学術交流について意見交換しました。

ポモリエのワイン工場を視察する山尾団長代行ら

学術協定書を届ける6月 広島大学

原爆放射線医科学研究所

ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
帰
国
後
の

6
月
2
2
日
（
火
）、
今
村
会
長

は
広
島
大
学
原
爆
放
射
線
医
科

学
研
究
所
（
略
・
原
医
研
）
で
神

谷
研
二
所
長
、
鈴
木
文
男
前
・
所

長
に
会
い
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
生
物
学

放
射
線
防
護
セ
ン
タ
ー
か
ら
預

か
っ
た
「
学
術
協
定
書
」
を
手
渡

し
ま
し
た
。

神
谷
所
長
、
鈴
木
前
所
長
に
面
会

昨
年
1
1

月
4
日
（
木
）

同
防
護
セ
ン

タ
ー
で
鈴
木

前
所
長
が
講

演
・
交
流
し

た
こ
と
が
キ

ッ
カ
ケ
で
実

現
し
た
も
の

で
す
。

神
谷
所
長
（
中
）

に
協
定
書
を

手
渡
す
今
村

会
長
。
右
は
鈴

木
前
所
長

2011年度・活動の軌跡
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(5) No 0021  ２０１２年度・総会記念号(3版) 「ひろしま・ブルガリア協会」ニュース　 2012年4月14日（土）

前川学長（左から（３人目）に協定書を手渡す

（左から）高丸代表理事、今村会長、前川学長、ハラダ教授

西
条
酒
祭
り
の
案
愛
を
、

と
10
月
10
日
（土
）に
三
島

佳
代
子
副
代
表
理
事
や
、
徳

田
沙
織
理
事
、
今
村
佳
代
子

幹
事
ら
は
広
島
大
学
大
学
院

博
士
課
程
に
留
学
し
て
い
る

ジ
ェ
コ
・ナ
イ
チ
ョ
フ
心
臓
外
科

医
、
エ
ミ
。

９ 月

広島大学とソフィア大学・ソフィア医科大学、広島経済大学と国際国内経済大学

ブルガリアと大学間交流・文化・経済交流を

広

島

大

学

「
大
学
間
協
定
」
の
締
結
な
ど
を
報
告

広島大学 医学部６ 月

浅
原
学
長
に
協
定
書
を
手
渡
す

吉
栖
医
学
学
長
、
酒
井
前
副
医
学
部
長

６
月
２
８
日
（
火
）、
今
村

功
会
長
と
高
丸
晃
代
表
理
事

は
、
広
島
経
済
大
学
で
前
川

功
一
学
長
に
会
い
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
国
際
国
内
経
済
大
学
か

ら
預
か
っ
た
「
大
学
間
協
定

書
」（
覚
書
）
を
手
渡
し
ま
し

た
。
同
大
の
国
際
交
流
室
の

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｒ
・
ハ
ラ
ダ
室

長
（
教
授
）
も
同
席
し
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
、
前
川
学
長

か
ら
「
交
流
希
望
親
書
」
を
預

か
っ
た
今
村
会
長
が
広
島
大

学
の
鈴
木
文
男
特
任
教
授
と

同
大
学
で
、
ス
タ
テ
ィ
・
ス

6
月
2
2
日
（
火
）、
今
村
会
長

は
広
島
大
学
医
学
部
で
吉
栖
正
生

医
学
部
長
（
大
学
院
教
授
）、
酒
井
規

７

月

１０ 月

前
川
学
長
に
協
定
書
を
手
渡
す

こ
れ
ま
で
、

両
医
学
部
で
学

部
間
協
定
を
進

め
て
ま
し
た
が
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
で

は
大
学
間
協
定

し
か
な
い
事
が

分
か
り
、
格
上

げ
す
る
こ
と
に

し
た
も
の
で
す
。

副
医
学
部
長
（
同
、
当
協
会
・
理
事
）

に
会
い
、
ソ
フ
ィ
ア
医
科
大
学
か
ら

預
か
っ
た
「
大
学
間
協
定
へ
格
上
同

意
書
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

吉
栖
医
学
部
長

（
中
）
に
格
上
同

意
書
を
手
渡
す

右
は
酒
井
教
授

広

島

経

済

大

学

浅原学長（左から（３人目）に協定書を手渡す

（左から）田中教授、今村会長、浅原学長、鈴木特任教授

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

７
月
１
０
日
（
火
）、
今
村

会
長
と
田
中
武
副
会
長
（
広

島
工
業
だ
学
教
授
）
は
、
広

島
大
学
原
爆
放
射
線
医
科

学
研
究
所
の
鈴
木
文
男

前
・
所
長
（
当
協
会
・
副
代

表
理
事
）
と
と
も
に
広
島
大

学
で
浅
原
利
正
学
長
に
ソ

フ
ィ
ア
大
学
か
ら
預
か
っ

た
「
大
学
間
協
定
書
」
を
手

渡
し
ま
し
た
。

昨
年
2
0
1
0
年
1
1

月
に
、
鈴
木
前
所
長
と
今
村

会
長
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ソ

フ
ィ
ア
大
学
を
訪
問
し
た

こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
で
締
結

さ
れ
ま
し
た
。
浅
原
学
長
は

今
後
の
学
術
交
流
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

タ
テ
フ
副
学
長
（
現
学
長
）
に

会
い
、
同
親
書
を
手
渡
し
て

９
月
１
５
日
、
１
６
の
両

日
、
今
村
功
会
長
と
鈴
木
文

男
副
代
表
理
事
（
広
島
大
学
特

任
教
授
）、
鈴
木
裕
子
さ
ん
ら

と
、
福
岡
県
宗
像
市
の
グ
ロ
ー

バ
ル
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
た

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
友
情
参
加
し
ま
し
た
。

宗
政
伸
一
・
ブ
ル
ガ
リ
ア

名
誉
領
事
は
、
毎
年
開
く
同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加

に
謝
意
を
表
し
な
が
ら
、
さ

ら
な
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
日
本

トドロフ大使に訪問の成果を報告

福岡ブルガリア友好協会や舞踊団員らと交流

トドロフ大使ご夫妻と意見交換する鈴木副代表理事ら

宗
政
ブ
ル
ガ
リ
ア
名
誉
領
事
と
も
歓

宗政名誉領事（左）とダンスを披露するカザンラック舞踊団

福

岡

県

宗

像

市

友
好
促
進
を
、

と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

世
話
に
な
っ

て
い
る
進
行

役
の
ゲ
フ
ト

氏
（
右
）
と
今

村
さ
ん

９
月
１
６
日
、
今
村
会
長

と
鈴
木
文
男
副
代
表
理
事
（
広

大
学
特
任
教
授
）
ら
は
、
同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し

て
い
た

駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
大

使
館
の
リ
ュ
ボ
ミ
ル
・
ト
ド

ロ
フ
大
使
と
会
い
、
第
7
次
・

ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団
の
際
に

支
援
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に

対
す
る
お
礼
と
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

で
の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

鈴
木
特
任
教
授
は
、
広
島
大

学
と
ソ
フ
ィ
ア
大
学
、
広
島
大

学
原
爆
放
射
線
医
科
学
研
究

所
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
生
物
学
放

射
線
防
護
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
学
術
協
定
を
結
ん
だ
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ト
ド
ロ
フ
大
使
は
協
定
の

締
結
を
喜
ば
れ
「
学
術
的
な
交

流
が
活
発
化
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
将
来
に
向
け

て
の
具
体
的
な
学
術
交
流
に

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

各自の個性、特徴を発揮して、素晴らしい出会いと素敵な「国際貢献」をみんなが主役

ナイチョフ、ポポフ両氏を案内

東

広

島

市

西

条

ナイチョフ（左）、ポポフ（中）両氏を案

内した三島副代表理事（右）ら

ル
・ポ
ポ
フ
院
生
を
東
広
島
市

西
条
に
案
内
し
ま
し
た
。

2011年度・活動の軌跡
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(6) No 0021  ２０１２年度・総会記念号(3版) 「ひろしま・ブルガリア協会」ニュース　 2012年4月14日（土）

原
爆
展
の
反
響
な
ど
を
報
告

ブ ル ガ リ ア と 電 子 工 学 ・ 文 化 交 流 を
広島大学・大学院博士課程への留学研究や映画界の人とも

12月

オフィス用品の翌日配達システム 株式会社 多山文具
０８２－２４８－００３０

ブ
ル
ガ
リ
ア
人
の
ポ
ポ
フ
氏
を
招
き

広
島
大
学
大
学
院
・
博
士
課
程
で
研
究

広

島

市

歓迎交流会であいさつするポポフ氏（右）とナイチョフ氏

新・大学院生の歓迎交流会

２０１１年最後の夕食懇談会

当
協
会
は
１
２
月
1
0
日

（
土
）、
広
島
市
中
区
で
広
島
大

学
大
学
院
博
士
課
程
に
新
し

く
留
学
し
て
き
た
ブ
ル
ガ
リ

ア
人
「
ポ
ポ
フ
氏
の
歓
迎
交
流

会
」
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
、
通
訳
と
し
て
同
大
学
大
学

院
外
科
学
博
士
課
程
に
在
籍

武
教
授
（
い
ず
れ
も
協
会
メ
ン

バ
ー
）
ら
も
参
加
し
、
今
後
の

学
術
研
究
に
つ
い
て
、
話
の
花

が
咲
き
ま
し
た
。

ポ
ポ
フ
氏
は
、
同
大
学
院
工

新年の活動の活発化

をと乾杯するメンバー

今後の活動を話し合う

（写真左から）鈴木前所長、田中教授、金田教授、今

村会長、ブルガリア人のﾙﾒﾉフ助教

広
島
市
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー

広
島
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
の
金
田
教
授
が
尽
力

接
、
連
絡
を
取
り
合
い

中
の
ジ
ェ
コ
・
ナ
イ
チ
ョ
フ

心
臓
外
科
医
も
招
待
し
楽
し

く
交
流
し
ま
し
た
。

歓
迎
交
流
会
に
は
広
島
大

学
の
鈴
木
文
男
特
任
教
授
、
酒

井
規
雄
教
授
、
田
中
春
彦
名
誉

教
授
、
広
島
工
業
大
学
の
田
中

２０１１年最後の常任理事・理事会

広島市

岸
田
相
談
役
（
衆
議
員
）
も
激
励２

０
１
１
年
度
・
最
後

の
第
４
３
回
常
任
理
事
・

理
事
会
を
1
2
月
1
0
日

午
後
、
広
島
市
中
区
で
開

き
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
多
忙
な
中
、

岸
田
文
雄
相
談
役
（
衆
議

員
）
も
駆
け
つ
け
て
、
活
動

に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や

ミ
ニ
国
会
報
告
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

鈴
木
文
男
副
代
表
理
事

（
広
島
大
学
原
医
研
・
前
所

長
）
か
ら
は
、
来
年
2
月
に

開
か
れ
る
同
研
究
所
主
催

の
原
爆
放
射
線
国
際
シ
ン

ポ
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
生
物
学

放
射
線
防
護
セ
ン
タ
ー
の

ゲ
オ
ル
ギ
ィ
エ
ヴ
ァ
所
長

を
招
待
す
る
こ
と
を
検
討

あいさつする岸田相談役（左から３人目）と協会メンバー

し
て
い
る
旨
、
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

今
村
功
会
長
や
高
丸
晃
代

理
事
ら
か
ら
は
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
支
援
基
金
（
案
）
や
来
年
の

第
8
次
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問

団
の
日
程
な
ど
が
発
表
さ
れ
、

検
討
し
ま
し
た
。

常
任
理
事
・
理
事

会
後
に
ポ
ポ
フ
氏
歓

迎
夕
食
懇
談
会
を
開

き
、
い
つ
も
な
が
ら

の
和
や
か
で
楽
し
い

会
で
し
た
。

（
木
）
に
、
広
島
市
平
和
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

同
セ
ン
タ
ー
補
助
金
受
給

団
体
と
し
て
「
訪
問
事
業

報
告
」
を
し
ま
し
た
。

訪
問
団
を
代
表
し
て
今

村
功
団
長
が
ブ
ル
ガ
リ
ア

で
の
活
動
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
っ
て
「
原
爆
展
」

の
反
響
や
市
民
交
流
、
大

学
間
協
定
な
ど
を
紹
介
。

総
評
を
し
た
同
平
和
文

化
セ
ン
タ
ー
の
ス
テ
ー
ブ

ン
・
リ
ー
パ
ー
理
事
長
は
、

当
協
会
の
訪
問
活
動
に
対

し
て
平
和
・
文
化
・
学
術

な
ど
多
彩
な
活
動
に
対
し

て
高
く
評
価
し
、
今
後
の

民
間
活
動
の
活
発
化
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

第
７
次
・
ブ
ル
ガ
リ
ア

訪
問
団
は
１
１
月
２
４
日

１１月第7次・訪問団の活動を報告

懇
親
会
に
俳
優
・
東
武
志
氏
が
参
加

2011年度・活動の軌跡

広島平和文化センターでブルガリア訪問報告する今村団長

学
研
究
科
博
士
課
程
で
今
後
、

約
３
年
間
、
電
子
工
学
に
つ
い

て
研
究
す
る
予
定
で
す
。

同
氏
が
同
大
学
に
留
学
す
る

キ
ッ
カ
ケ
は
２
０
０
９
年
１
０

月
に
来
広
し
た
時
。
同
氏
は
、

「
ス
キ
ル
ッ
プ
す
る
た
め
に
広

島
の
大
学
院
博
士
課
程
で
研
究

し
た
い
。
受
け
入
れ
大
学
院
を

紹
介
し
て
ほ
し
い
」
と
言
い
残

し
、
当
時
住
ん
で
い
た
イ
ギ
リ

ス
に
帰
国
し
ま
し
た
。

当
協
会
は
、
副
会
長
の
田
中

武
教
授
や
広
島
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
の
金
田
和
文
教
授
、

同
大
学
原
爆
放
射
線
医
科
学
研

究
所
の
鈴
木
文
男
・
前
所
長
・

特
任
教
授
な
ど
に
相
談
し
、
大

学
院
の
へ
の
留
学
方
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
特
に
金
田
教
授

が
多
忙
な
中
、
ポ
ポ
フ
氏
と
直

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、

受
け
入
れ
担
当
の
餘
利
野
直

人
教
授
の
紹
介
な
ど
尽
力
し

て
く
れ
て
実
現
し
ま
し
た
。

12月

夕
食
懇
談
会
で
は
、
参
加
者
各

自
が
今
年
1
年
の
感
想
を
述
べ
な

が
ら
、
来
年
の
友
好
交
流
活
動
の

活
発
化
に
向
け
て
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。
広
島
大
学
大
学
院
教
授
の

酒
井
規
雄
理
事
は
、
来
年
に
ソ

常任理事・理事会2012年1月

1月28日（土）の第44回・常任理事・理

事会後の夕食懇親会には、北後 顕児

常任理事の紹介で、俳優・東武志氏と、

脚本家･草部文子女史が参加し、和や

かに懇談しました。草部女史ｋら戯曲集

をいただきました。

俳優・東氏（中）と脚

本家・草部女史（左）

から戯曲集を受け取

る北後常任理事

ィ
ア
医
科
大
学
と
の
大
学
間
協
定

の
締
結
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

広島市中区千田町2丁目
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2012年2月

錦帯橋をバックに記念写真

全社・小型車です。気軽にご予約を 中国タクシー株式会社
０８２－２２１－１０８４

5
0
周
年
記
念
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

植木支店長（右から2人目）が支援を快諾

ブ
ル
ガ
リ
ア
放
射
線
防
護
セ
ン
タ
ー
か
ら
感
謝

鈴
木
・
前
所
長
に
ゲ
オ
ル
ギ
ィ
エ
ヴ
ァ
所
長
か
ら

鈴木前所長（前列左から2人目）に感謝状を贈ったゲオルギィエヴァ所

長（同3人目）、息子のアレキサンダ－（同4人目）、裕子夫人ら

株式会社明治中国市乳支店を訪問

広島大学原医研との協定で貢献

ブルガリア研究機関から所長が参加

広
島
大
学
原
爆
放
射
線
医
科
学

研
究
所
5
0
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
招
待
さ
れ
た
ブ
ル
ガ
リ

ア
生
物
学
放
射
線
防
護
セ
ン
タ
ー

の
ラ
ド
ス
テ
ィ
ナ
・
ゲ
オ
ル
ギ
ィ

エ
ヴ
ァ
所
長
は
2
月
1
9
日
（
日
）、

Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
テ
ル
で
、
広
島
大
学
同

研
究
所
の
鈴
木
文
男
前
所
長
へ
の

感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

鈴
木
前
所
長
は
、
2
0
１
０
年

1
1
月
に
今
村
会
長
と
と
も
に
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
同
放
射
線
防
護
セ
ン

タ
ー
を
初
訪
問
。
「
原
爆
放
射
線
影

響
の
最
新
研
究
」
の
講
演
を
し
た
同

前
所
長
が
、
翌
1
１
年
2
月
に
広

島
で
開
催
さ
れ
る
同
原
医
研
主
催

の
第
1
回
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
案
内
、
学
術
交
流
の
提
案
な
ど

を
し
ま
し
た
。

ゲ
オ
ル
ギ
ィ
エ
ヴ
ァ
所
長
は
、

こ
れ
に
答
え
て
国
際
シ
ン
ポ
に
参

加
し
て
協
定
締
結
が
実
り
ま
し
た
。

原爆資料館を見学するアレキサンダー氏（右）と鈴木裕子さん

アレキサンダー氏を案内

美しい錦帯橋の案内

広
島
大
学
原
爆
放
射
線
医
科

学
研
究
所
（
神
谷
研
二
所
長
）
の

5
0
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
2
月
2
0
日
（
月
）
2
1

日
（
火
）
の
両
日
、
広
島
市
中
区

の
広
島
国
際
会
議
場
で
開
催
さ

れ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
生
物
学
放
射

線
防
護
セ
ン
タ
ー
の
ゲ
オ
ル

当
協
会
は
2
月
2
0
日

（
月
）、
ゲ
オ
ル
ギ
ィ
エ

ヴ
ァ
所
長
と
と
も
に
来
広

し
た
二
男
・
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
氏
を
原
爆
資
料
館

（
広
島
平
和
記
念
資
料
館
）

や
平
和
公
園
な
ど
を
案
内

し
ま
し
た
。

案
内
役
は
、
同
資
料
館

の
和
田
香
穂
里
・
学
芸
担

当
に
お
願
い
し
、
今
村
会

長
と
鈴
木
裕
子
さ
ん
が
同

行
し
ま
し
た
。

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
氏
は
、

原
爆
被
害
の
悲
惨
さ
に
言

葉
を
失
い
永
あ
ら
、
熱
心

に
見
学
し
、
「
帰
国
し
て
友

人
に
伝
え
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

広
島
大
学

原
医
研

ブルガリア・ヨーグルト支援のお礼とお願い

ゲオロギィエヴァ所長中心に記念写真

原爆資料館 割烹料理で歓迎迎交流会

国立放射線研究機関から広島大学・原爆放射線医科学研究所シンポに2度目

2011年度・活動の軌跡

原
子
力
機
関
）
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
健
康
機
関
）、
福
島
原
発
事

故
研
究
者
な
ど
の
専
門
家
約

1
5
0
人
が
参
加
し
、
福
島

第
１
原
発
事
故
の
復
興
支
援
、

放
射
線
リ
ス
ク
防
御
な
ど
の

研
究
発
表
や
意
見
交
換
が
あ

り
ま
し
し
た
。

山口県岩国市

広島市

３ 月

2
月
2
1
日
（
火
）、
国
際
シ

ン
ポ
が
終
了
し
た
後
、
当
協

会
は
ゲ
オ
ル
ギ
ィ
エ
ヴ
ァ
所

長
を
岩
国
市
の
錦
帯
橋
や
岩

国
城
に
案
内
し
ま
し
た
。
鈴

木
裕
子
さ
ん
と
原
田
泰
弘
氏
、

今
村
会
長
が
同
行
し
ま
し
た
。

同
所
長
は
、
欧
州
と
は
違
っ

た
日
本
建
築
や
日
本
庭
園
、

茶
道
、
和
菓
子
な
ど
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。

2
月
2
1
日
（
火
）
夜
は
、

広
島
市
中
区
の
割
烹
料
理

店
で
「
歓
迎
交
流
会
」
を
開
き

ま
し
た
。
碓
氷
芳
雄
相
談
役

や
今
村
会
長
、
佐
々
木
和
子
、

田
中
武
両
副
会
長
な
ど
の

メ
ン
バ
ー
が
参
加
。
和
食
を

食
べ
な
が
ら
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

や
広
島
の
こ
と
な
ど
を
話

題
に
交
流
し
ま
し
た
。

ギ
ィ
エ
ヴ
ァ
所
長
が
参
加
し
ま

し
た
。

同
シ
ン
ポ

に
は
、
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
（
国
祭

こ
の
中
で
同
所
長
は
神

谷
所
長
、
鈴
木
前
所
長
、
田

代
聡
教
授
ら
と
も
意
見
交

換
し
、
実
り
の
多
い
国
際

シ
ン
ポ
で
し
た
。
さ
ら
に
、

富
山
県
に
帰
京
す
る
鈴
木

前
所
長
に
代
わ
っ
て
、
田

代
教
授
が
担
当
教
授
に
な

る
こ
と
も
伝
え
た
れ
、
学

術
交
流
の
持
続
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

国
際
シ
ン
ポ
に
参
加
し
た
ゲ
オ
ル
ギ
ィ
エ
ヴ
ァ
所
長

シンポジウム会場前で

今
村
会
長
は
3
月
8
日

（
木
）、
広
島
市
中
区
の
株

式
会
社
明
治
中
国
市
乳
支

店
に
植
木
則
夫
支
店
長
を

訪
ね
、
来
る
4
月
の
ブ
ル

ガ
リ
ア
議
長
団
来
広
時
と

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ブ
ル
ガ
リ

ア
の
料
理
と
ワ
イ
ン
を
楽

し
む
会
へ
の
ブ
ル
ガ
リ
ア

・
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
支
援
を

お
願
い
し
、
快
諾
を
得
ま

し
た
。

ブ ル ガ リ ア と 原 爆 放 射 線 研 究 で 交 流 を

広島市東区牛田新町3丁目
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ゲ
オ
ル
ギ
ィ
エ
ヴ
ァ
所
長
に
再
会

鈴木、大嶋両氏の歓・送迎会

3
月
2
1
日
（
水
）
ｍ
ｐ
感

謝
状
授
与
式
の
後
、
「
鈴
木
氏

と
大
嶋
氏
の
歓
・
送
迎
会
」

を
楽
し
き
行
い
ま
し
た
。

鈴
木
名
誉
代
表
理
事
（
広

島
大
学
名
誉
教
授
）
ご
夫
妻

が
帰
広
さ
る
と
同
時
に
、
大

嶋
登
常
任
理
事
・
事
務
局
長

が
約
3
年
間
の
中
国
大
連
市

か
ら
帰
広
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
れ
に
は
、
多
忙
に
も
か

か
わ
ら
ず
浅
野
洋
二
相
談
役

（
元
・
広
島
県
議
）
や
公
認
会

計
士
・
税
理
士
の
佐
上
芳
春

監
査
ら
2
0
人
が
参
加
。
鈴

木
氏
は
帰
郷
後
の
決
意
を
、

大
嶋
氏
は
今
後
の
活
動
参
加

へ
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

協会からの感謝状授与式の後、鈴木毎夜教授を中心に記念写真

名

誉

代

表

理

事

鈴
木
文
男
氏
（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）
の
功
績
を
讃
え
て

広
島
大
学
原
爆
放
射
線
医
科

学
研
究
所
の
鈴
木
文
男
・
前
所

長
（
名
誉
教
授
、
協
会
・
副
代
表

理
事
）
が
、
富
山
県
に
帰
郷
す
る

こ
と
に
な
り
、
当
協
会
は
3
月

2
1
日
（
水
）、
広
島
市
中
区
で
、

鈴
木
氏
へ
の
感
謝
状
授
与
式
を

開
き
ま
し
た
。

鈴
木
氏
は
、
2
0
1
0
年
1

広
島
大
学
の
田
中
春
彦
名
誉
教
授
が
講
演

ブルガリアと大学間・世界遺産の訪問交流
広島大学学術協定後、ソフィア大学で初の環境教育・講演

2012年３月2011年度・活動の軌跡 大学間交流などに尽力、協会から感謝状

広

島

市

大
嶋
氏
が
常
任
理
事
・
事
務
局
長
に

1
月
、
第
6
次
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪

問
団
と
と
も
に
広
島
大
学
学
術

訪
問
班
と
し
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
を

訪
問
し
、
ソ
フ
ィ
ア
大
学
、
生
物

学
放
射
線
防
護
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
、
「
原
爆
放
射
線
の
人
体
的
影

響
」
の
講
演
を
す
る
と
と
も
に
学

術
協
定
の
締
結
に
多
大
な
尽
力

し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
と
実
績
に
対
し
て

当
協
会
は
、
「
旧
ソ
連
（
ロ
シ
ア
）

共
産
圏
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
、
初

め
て
の
原
爆
放
射
線
の
研
究
発

表
と
学
術
交
流
は
、
同
国
の
放

射
線
研
究
の
歴
史
に
残
る
偉
業
」

と
「
当
協
会
活
動
の
重
層
化
に
貢

献
」
と
い
う
理
由
で
感
謝
状
を
授

与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
広
島
市
長

か
ら
の
原
爆
ド
ー
ム
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

鈴
木
名
誉
教
授
は
、
大
学
と

は
別
の
国
際
貢
献
活
動
に
参
画

し
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
で
し

た
、
と
感
想
を
述
べ
、
今
後
と
も

当
協
会
の
一
員
と
し
て
活
動
し

た
い
、
と
結
ば
れ
ま
し
た
。
同
名

誉
教
授
と
と
も
に
ブ
ル
ガ
リ
ア

訪
問
し
た
夫
人
の
裕
子
さ
ん
か

ら
は
、
自
筆
の
「
茶
禅
」
色
紙
な
ど

を
当
協
会
に
頂
き
ま
し
た

富

山

支

部

長

に

両
氏
の
歓
送
迎
会

ソフィア大学で環境教育・学術交流

第7次・ブルガリア訪問報告の後、松井市長（右）と記念写真

広
島
大
学
の
田
中
春
彦
名
誉

教
授
（
当
協
会
会
員
、
）
は
、
3
月

２
５
日
（
日
）〜
2
9
日
（
木
）
ま
で

ブ
ル
ガ
リ
ア
を
初
訪
問
し
、
ソ

フ
ィ
ア
大
学
化
学
学
部
と
経
済

経
営
学
部
で
環
境
教
育
に
つ
い

て
講
演
。
さ
ら
に
、
生
物
学
放
射

線
防
護
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ゲ

オ
ル
ギ
ェ
ヴ
ァ
所
長
、
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
氏
ら
と
交
流
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ィ
ア
大
学
で
田
中
名
誉

教
授
は
、
価
格
爆
部
で
「
低
炭
素

社
会
を
目
指
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
教
育
」、
経
済
経
営
学
部
ハ

イ
テ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
で

「
持
続
可
能
性
を
目
指
し
た
教
育

の
必
要
性
」
と
の
タ
オ
ト
ル
で
そ

れ
ぞ
れ
講
演
し
ま
し
た
。

放射線防護センターも訪問 ・交流

松井広島市長を表敬訪問 ４ 月

第
7
次
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
の
活
動
を
報
告

4
月
5
日
（
木
）、
第
7
次
・

ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団
（
今
村
功

団
長
、
7
人
）
代
表
者
は
、
広

島
市
役
所
に
松
井
一
實
市
長

を
訪
ね
、
訪
問
団
の
活
動
と

成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

今
村
団
長
や
佐
々
木
和
子

副
団
長
、
田
中
武
特
別
団
員
、

佐
藤
佳
代
子
団
員
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
の
活

動
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ヴ
デ
ィ
フ
市
で
の
初

の
原
爆
展
（
通
算
5
都
市
5
回

目
）
で
今
村
団
長
は
、
原
爆
展

の
重
要
さ
を
認
識
し
た
ス
ト

エ
フ
・
ア
タ
ナ
ソ
フ
市
長
が

開
催
期
間
を
1
1
日
延
長
し
、

小
・
中
・
高
校
生
を
見
学
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

ソフィア大学化学学部で学術交流する田中名誉教授（左）

3
月
2
7
日

（
火
）
田
中
氏
は
放
射

線
防
護
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
し
た
後
、

ゲ
オ
ル
ギ
ィ
エ

ヴ
ァ
所
長
（
左
の

写
真
中
）
ら
と
と

も
に
昼
食
交
流
し

ま
し
た
。

3
月
2
8
日
（
水
）

田
中
氏
は
、
同
所
長

の
二
男
・
ア
レ
キ

サ
ン
ダ
ー
氏
の
案
内

で
世
界
遺
産
・
リ

ラ
の
僧
院
を
見
学

し
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
正

教
総
本
山
の
美
し

さ
に
感
動
し
ま
し

た
。

ブルガリアヨーグルト株式会社 明治 チャリティー・イヴェントンとの際にご支援
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